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資料３－２

生物多様性地域戦略の特徴的な事例

生物多様性地域戦略策定済み自治体（平成24年3月末現在）

○都道府県 北海道、福島県、栃木県、埼玉県、千葉県、石川県、長野県、

（17） 岐阜県、愛知県、三重県、滋賀県、兵庫県、愛媛県、長崎県、

熊本県、佐賀県、大分県

○市町村 さいたま市、千葉県流山市、千葉県柏市、横浜市、新潟市、

（12） 岐阜県高山市、静岡市、名古屋市、愛知県岡崎市、神戸市、

兵庫県明石市、北九州市

○策定プロセス

・計画段階から地域毎に会議を開催し、住民意見を反映（千葉県、長野県）

○取組を推進するための基盤づくり

・支援拠点の整備や相談に応じるアドバイザーの設置（千葉県、兵庫県）

・「生きもの多様性重要地区」「生きもの環境影響評価制度」の創設（柏市）

○特色ある内容

・農林水産業の振興に関する施策を積極的に推進（石川県、岐阜県）

・保全のための予防的措置（種や遺伝子の保存）、重要地域保全のための国際的な仕組

み（ＭＡＢ、世界ジオパーク、ラムサール条約）の活用（兵庫県）

・海洋生物資源の保存・管理の推進、ライフスタイルの転換に言及（愛知県）

○取組を推進するための方法

・今後のモデルとなる重点施策や重点地域の設定（栃木県、愛媛県、流山市、静岡市）

・重点地域を設定しネットワーク化（滋賀県、岡崎市）

・具体的施策の説明や取組例の紹介（栃木県、岐阜県、横浜市）

・具体的な工程表の作成、数値目標・点検評価等の導入など

（栃木県、兵庫県、長崎県、流山市など）

○内容を普及させるための工夫

・概要版を作成（愛知県、滋賀県、兵庫県、愛媛県、さいたま市、岡崎市など）

・図表や写真、イラストによるビジュアル化

（埼玉県、石川県、大分県、静岡市、名古屋市、神戸市、明石市など）
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○策定プロセスの例（千葉県）

○特色ある内容（石川県）
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○特色ある内容（岐阜県）

具体例（抜粋）

・天然力を活用した森林更新技術の開発

・健全で豊かな森林づくりプロジェクト

・木質バイオマスエネルギーへの取組の支援

・ぎふクリーン農業の推進

・有機農業の推進

・環境保全型農業直接支払制度の推進

○特色ある内容（愛知県）
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○取組を推進するための方法（重点地区の設定～流山市）

○取組を推進するための方法（工程表～長崎県）


